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夏季出現ずろ高層の東風にづいて

～一長期予報の見地に立つて

芒」肌4 川 秀 俊 矧

　　　　盛夏・わが日本に出現する高暦の東風については，古

　　　　くカうら注目をあびているが，そのうちでも，この東風に

襯　　ついて熟考を重ねられていたのは，故大石和三郎先生で

　　　あった．たとえば高暦気象台彙報第一巻第二号で〔1〕

　　　　「……2粁以上では四季を通じて概して西風であるが夏

　　　　期には海抜10粁の層叉は其の以上の暦に於て東風が
■『，・一、．　－

　　　　吹くことが度々ある・上層の西風は大気一般の循環に

　　　　よることであるが其の東風の起因は何であろ弓か．…」

　　　という問題を提起されて居，り，その後も屡々この間題を

1馬認．，　論ぜられたが・ついに合理的な解決には到達されなかつ
匪

　　　た．

凶　　　盛夏にいたつて高層に東風が吹き，上層雲が東から西

む　　に流れる場合には，日本では天気安定して雨が降らない
　r㌔

　　　とは・中央気象台予報掛に傳わる一つの法則であり，筆

　　　者は昭和7年に測風気球観測を用いて，この法則の安当．

昂い　　性を瞼討したことがある・〔2〕また盛夏，上層の東風が

醗』流御る場合は旧本海附蓮に上層高気圧が出肌旧

黙・1本に鞭齢たらしたりすることカ㍉昭和・4集昭和

彰1・・∵　、17年・昭和18年の早越に照し．て筆者等が指摘したと

　、，1，　一　　第1表

　　　　　　　　＼＼　　月r一・’二、一1．・

　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　5　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　月
監グ　マ’，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　＿地、塩

ころである〔3〕この上暦高気圧は最近の気象学界の言葉、

でいえばブロツキソグ高気圧といつてもよいかも知れな

い．

　私はその後もこの問題に気をかけているけれどもほか

ばかしい成果をあげていないが戸，一応の考察をしてみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．堵
た』・．

　第1図には昭和27年のaerological　dataにも≧ず

いて，稚内，札幌，一仙台，輪島，館野，潮岬，鹿児島の

6ケ所につき6月から9月までの高度10k・nにおける

上暦風の風向をずべてプロットしてみた．もちろん日木

では偏西風が卓越しているが，やはり梅雨が明けて盛夏

期に入ると高度10kmでも風向は一定せず他の風向の

風も稀でなく，東風がしばしば出現するのをみる．しか

し9月の台風期に入ると，偏西風一色に塗りつぶされて

しま5．盛夏期に入つて西風以外の風向の風も稀でなく　　　　‘

東風が出現してもベクトル的な李均風を求めると， 高さ

10km附近ではやはり合成風向は大体西寄りになつてい

る．即ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　○

上暦10kmにおける合成風向とその李均風速，正子あ分のみを掲ぐ（1952）

湘

月

　　　　　　　　　　　　　　　　。　m／S
　　　　　　　　稚　　　　内　　　　　　　　　　　　　　　252　13．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　345
　　　　　　　　札　　　　幌　　　　　　　　　　　　　　　250　27．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　257

旺■、‘『ロ　ー

　　　　　　　　仙　　　　台　　　　　　　　　　　　　　　275　30．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬　　L
　　　　　　　　輪　　　　島　　　　　　　　　　　　　　　285　31．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2621・かLこ

　　　　　　　　館野（繍）
　　　　　　　　　　　　　　　265　32．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　260
3』∫
　　　　　　　　潮　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　279　31．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　278
　　　　　　　　鹿　　児　　島　　　　　　　　　　　　　　　273　　23．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25026・4i317
一嵐｛・一

　ザ
臨　　かぐて亜成暦圏では盛夏に東風が出現するとしても，や
　ペロン

誌㌧　
はり西風が相当・り頻度でおこり，総体として見ると偏西

くも　しへ

臼い　　風になつているわけである・

　』　　この東風は何に起因するのであろろか．北岡龍海，松岡

．・、　保正氏は館野におげる上層風　とくに成暦圏の風の有様

　歪，・を購天時に測風気球によつて観測した結果によつて調査

熱鋸蹴震篶器簾姦慧錨毛ε

m／S　　。

4．1　274

21．2、258

径｝．7　296

32．0　262

39・21255

43．4－　6

8 月 9

m／s「　　m／S　。
ll：塀貿1：1・謡

12．6126317．4－278

17．8　　244　　11．4　　257

15．4　　260　　12．8　　259

1．8　　269　　　　8．9　　264

7．3　　209　　　3．9　　247

月

m／s
29．2

42．6

29．2

24．3

28．9

16．5

15．1

10　　月

　　　　m／s
238　　18．8

249　　34ボ3

240　　28．2

263　31．0

252　31．7

265　22．8

271　　25．5

で東分を持つ風は全く観測されなかつたが，6，7，8，

9月には：それぞれ約17km，14．5k川，14．5kmJ7km

以上では凍風が卓越しているよ5に思われることを示ざ

れた・松岡氏〔5〕は更に本庄におげう晴天時の上層風の

統計を試みられ・11km以上では夏の潮間だサ卑の成秀

の風が現われ，8月・には12km以上で東風の回藪が西

風の回藪よりも多くなっていることを指摘された．前記．，

の二つの調査はいずれも測風気球の観測成緯に基いたも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りのであるが，小林善博氏はレーウイソの観測を』利用し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・yノー
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、

・て，『昭和24年9月から25年9月までの館野上暦風の

　東西成分を統計して，東の成分をもつ風は，4月から9月

　まで地表面附逞（高さlkm以下）にあらわれるが，特

一に8月には高く突出し，風速10m／秒以下の東寄りの

・1風が地面から葺さ約9km一まで現われる・また上層の東

風（また1誠層圏の東風）は5月に上層約25㎞辺に

現われ，6，7月になるにつれて漸衣低くなり，8月には：

，高さ約12kmまで下る．その後9月には急に高さ約17

、奪m以上になり，10月には全く見られなくなる．そし

　てこの東風の最も張い中心は：10m／秒以上に達し7月

・と8月には：上層17km以上の辺にあると結論された．

　　さてこの高暦の東風は小林善博氏の推定によると夏期

に入つて赤道気団が北上し上暦に赤道東風が入つて来て

，日本附近がその配下に入つたために日本の上室で東風が

　吹くのであるとしている．この推定は卓見であろろが，

　少し大謄すぎるよ弓に考えられる．第」をヒ赤道気団また

’
、
．は赤道の東風が全体として北緯35度辺まで移つてくる

・ととは不可能ではないか．たとえば豪雨叉は台風時とい・

．ろよろな短期間だげ赤道附近から気流が北上することが

あり得ても，蓮続的に東風の補給があるとは思えない．

・第二に仮りに赤道の東風が北上した≧しても，角蓮動量

一保存あ法則により東風のままではあり得ず1反つて彊い

西風に転化する筈だからである．

　　超高層の東風については最近高層気象台の手で確実に

観測された．〔7〕

　　たとえばaerological　dataの1952年分により100mb

　の等圧面の高度分布（南北断面）を作つてみると第2図

　のよろになる．即ちこの図によると100mb面では高

グによつて生じたものかも知れない．

　高層の高圧馨（またはブロツキソグ高気圧）は年によ

つてまた日によつて，変動があり，いちじるしく北上し

た年には本州，四国，九州の高層に東風が卓越し，あま

り北上しない年には日本の高層には東風が出現しない．』

またこの高圧帯が強いときには東風も彊くなると解すべ

きであろう．

　高層の葛圧馨の動静が盛夏の長期予想に重大な役割を

演ずることは明らかである．高層め高圧馨がいちじるし

く北偏し，しかも張大な場合には，日本とく仁緯度の低

い西日本では偏東の上層風が流行して，ひどい旱ばつを

おこすことは筆者のかつて力読せるところである．〔4〕こ

の場合，上層風は気温高く，比湿は：い1ちじるしく小さい

のである・〔8〕盛夏に東の高層風を吹き続か母る高暦の

高圧幣（若しくはプロツキソグ高気圧）の動静を注覗す

ることは，長期予報とはいわぬまでも＝＋日程度の中期

予報をする上には，重且大なる要目といつて過言ではあ

るまい．

附録：盛夏における旱ばつ時の気象異変（上暦高気圧）

　著者〔3〕はかつて昭和14年夏皐ぱつは，上暦3000m

以上まで存在する上層気圧が大きな役割をして居たに相

違ないと考え，第5図のような上層気流図を挙げておい

」

／6即

．／6乃

∠670

司

／訪タ

俸等輝タ3ぴ鹿潮線轍談札饗●
契　｝鶏岬子艇田幌内＼

　　　第2図　1001pb等圧面の高度の南北断

　　　　　　　面図（昭和27年7月・8月）
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　圧の中心は7月には日本南部に，8月には日本中部にあ

　る．したがつてこの高圧部の南側で東風になるのは当然

・’の‘とである．すなわち高層の高圧馨は7月，8月にな

　る，と，いちじるしく北上し，その南側で偏東風が出現する

　と解すべきであろろ．この高圧幣は偏西風のブロツキソ

　　　　t〆⑯「
　　　　しぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
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旧一、，崩脚…一…ζレ昌葦瑚4…、．

　　　第3図　昭和14年7月上層3kmにお
　　　　　　　ける気流の状態

た．著者は更に昭和17年夏の旱ばつと，昭和18年夏一

の旱ぱつとに際会して，ますますその確信を彊くした．

　昭和17年夏には含西日本には低気圧畢襲来せず・今，，

度こそ来るかと、思うような時でさえ，低気圧も台嵐も西

　　　　　　　　　　．　み
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　　　　第4図　昭和17年7月低気圧纏路図
　　　　　　　　（気象要！賛iに拠る）

日本を避け七通る傾向が顕著であつた．第4図には”気

象要：覧”の昭和17年7月号所載〃昭和17年7月低気

経路図”を転載した．この様に特異な低気圧の進行が行

われたために・同年7月日本は一般に非常な喬温か雨

・難舞課蘇警灘
　　　　　　　　　　　　　　一　、・　　！　　　ぺそ　　　　　　ゴ　よ　　　　　マヘ　　　　
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　　　　　　　で
　　　　ノーL．ヲ寸寸さ

珍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　1葺十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・
　　　　　　　　　　　　　　　　　」＿

で，100mm以上の降：水量を測つ左所は僅か㌍奥羽酉・．1遜

部・北海道西部購西諸島南部だげで・中部弛方榔鱒

‘うご．とぎは大体20mm以下である・李年に比較する1　養

と・郷地方の鰍勧どは聯量の・害幅足ち噂．獲

し・九州献四国献繊内海地方・山陰及嘆灘
羽東部で峠李年量り2割に犀らぬ所が多い・その他も塑、饗1

耀灘欝：臨認1△li麟

3km及び4kmにおける気流の状態を示してある．・こ　一」』1
ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ま

れらの図を一覧すれぱ西日本南方海上に高暦に達ずる商．趨・一

気圧が存在していたことがわかる．（牛旬位の流線図κ：，ド固講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うむ鵡勿論上層高気圧が現われて居る．從つて台風等もそφ 鱒

周りを高気圧性咽転しながら進行し，その他の小フゴ誰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆントも西日本に侵入し得なかつた兜かくて西日本ちこは極“二』鎌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　でグ即旱ぱっ廊こつたと考えられる・“　、』．一「磯
　この年の高温旱ぱつの傾向は7月を頂点とし，6月と　・，・灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンヘ8月とには左程顕著ではなかつた．しかも7月において．’講

最も雛して居る．　、　・　・、，講
昭和・8年夏に繕しい旱ぱつが細本に起つでヤ・漢

る・すなわち昭和18年7月には低気圧は東日本に接近、冠灘

せず・台風は西日本の方を撞って北上する傾向が顕著でf㌃．

あつた・（第6図参照）かくて東日本において抹曜瞬

鞭にすくなく溺薬のよろな畑作物は枯死するも吻綾

続出した・これに反し西日本・特に四国を瓶九凡諌

中国地方には稀に見るi豪雨があり，被害も大きかつた．・』．
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第5図　昭和17年7月上暦4kmにおけ
　　　　る気流の状態．

第6図　昭和18年7月低気圧経路図「
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　　　　　　第7図昭和18年7月上層4kmにお，．
　　　　　　　　　　　ける気流の状態

　　　　　第7図には夫々昭和18年7月の上層1km，2km，
　　　　　　　　　　　一
　　　　3km及び4kmにおける気流の状態を示してある．こ

　　　　れらの図を見ると，上層高気圧が奥朋東方海上にぱん居
　　『

　　・　していたことがわかる．そうして上層高気圧の西側を，

lil∵．難搬講髪1総磯1る’かくて東日
敷プ

ぐづ’　　上層高気圧は昭和18年8月にも多少その名残りが見

緊瞭，られる・

無　　　　要するに
臨r，．、）繍14年夏の旱ばつ，昭和17年夏の旱鵬

　　1了昭和18年夏の旱ばつは共に上層にわだかまつていた高

，「，、、，　気圧と有機的な関係があるものと考えられる．
蔑、　・
識

　　　　　2）上層高気圧の中心区域は，台風とか低気圧とか

　　　　は：避けて通る傾向がある。

　　　　　5）上層高気圧の周りを，低気圧とか台風とかは・
ゆえコヘ

鴻、　　高気圧性に回転しながら進行する傾向がある．特に上層

馨ll奪』
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　　　　の中に観測されるのもあるから，いつでも破砕されると

　　　、は限らない．またいろいろな条件によつて破砕現象も変
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高気圧の西側では低気圧が北上する著しい傾向がある・’

　4）旱ばつの中心は上層高気圧の中心，もしぐはそ

の少しく’東側叉は南側に起る傾向がある・上層高気圧の

南側では高層にも東風が出現する．

　5）上層高気圧の遙か約1000km～1500km西側南一

西側には例年にない豪雨が起る事がある・　●

　6）上層高気圧中には一箇月も一箇月竿も宇水久性

になつて安定しているものがある．このような持続性の

張い上層低気圧は，長期の天候を支配する一つのCentre

of　Actionと者えてよい．　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　7）盛夏，高層に出現する東風は梅雨が研実に明け

たことをしめす目安であリ，東風の動静に着目すること

順り長期予報上・欠くべからざる要目であり・計器の

ないところでは上層雲の雲向を参考とすべきである・　虐

　　　　　　　　　　　　　　　　　（予報研究室長）

　　　　　　　　交　　　　献

〔1〕大石和三郎：館野上空に於ける準均風高層鱗象

　　　台彙報第1巻第2号．
　　　大石和三郎：館野上空に於ける準均風第二報・

　　　高層気象台彙報第1巻，第5号・

〔2〕

〔3〕

荒川秀俊：測風気球窺測或績に基く統計的研究』

第一，気象集誌第2集第10巻第12号（昭和

7年）の688頁．
荒川秀俊：シベリヤ大陸高気圧，小笠原高気圧オ

ホ＿フク海高気圧の熱力学的特性，気象集誌，

第2輯，第18巻，第7号（昭和15年）
藤康咲李・荒川秀俊・大問俊二：昭和14年夏

早魑調査報告概報，気象集誌第2集第18巻第

11号（昭和15年）．
荒川秀俊：盛夏の早魑時に現われる上層高気

圧，中央気象台研究速報，第8号（昭和21年）・

〔4丁北岡龍海・松岡保正：館野に於け6上層風の調

　　　査特に成層風の有様に就いて（第1報），高暦

　　　気象台彙報，第3巻，第1号（昭和20年）・

〔5〕松岡保正：本庄における晴天日の上層風の統計

　　　につい七，高層気象台彙報，第5、巻，・第2号『

　　　（昭和28年）．　　　　・

〔6〕小林喜博：昭和24年9月～昭和25年9月の
　　　館野上層風の東西成分につ．いて，高層気象・費彙

　　　第5巻，第1号（昭和26年）
〔7〕　高層気象台彙報に近！刊行される筈・　　　　、

〔8〕　長瀬　功：昭和22年夏季旱魑の高層気象学的観『

　　　察，高層気象台彙報第4巻，第2号（昭和23年）・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、るわげそあろろし，それらのいくつかの例も観測され宅

七・る　　　　　　　　　　　　　（応用気象研究室長）

　〔1〕伊東・矢野・浜．（1953）：あわれ状降雪の粒度

　　　　分布落下速度および結晶形について，気象集誌
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